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ふたばよもやま話（第七回） 

～お糸ケ池～ 

 国道 322 号線を田川方面に下ると、田川郡香春町との境の

金辺トンネルが見えてきます。少しわかりにくいのですが、

トンネル手前、約 500 メートルのところ、左手にため池の堤

防と、土手の上にお墓らしきものが見えてきます。 

ここは〝お糸ケ池〟と言われ、村人が大切にしている聖地な

のです。 

 かつてこの付近は干ばつの度に飢饉となり、農業用水を確

保するためにため池を造ることになりました。しかし何度堤

防を造っても壊れてしまいます。ある時村人は人柱を立てる

話をしますが、誰が人柱になるかいっこうに決まりません。 

その時、この村に住むお糸さんが自ら名乗り出て、母親の懇

願にもかかわらず、人柱となりました。 

 村人は感謝し、お糸さんを弔う地蔵様を建立し、魂は大泉

寺で弔われました。今でも里人は旧の地蔵盆には盆踊りを行

い、お糸さんの遺徳に感謝を忘れていません。 

 

今月の予定（8 月） 

石橋医院回診（毎月曜日） 

7 日、14 日、21 日、28 日 

ますゆき皮膚科回診 

3 日（木曜日） 

小倉北歯科回診（毎木曜日） 

3 日、10 日、17 日、24 日、31 日 

健康体操（隔週月曜日） 

14 日、28 日 

ビューティヘルパー 

16 日（水曜日） 

夏祭り 

20 日（日曜日） 

生花 

23 日(水曜日) 

苑外ハイク 

随時 
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７月より面会を再開

しています。ご希望の

方は事前に連絡をお

願いします 
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入
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に
興
じ
る
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こ

ろ
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動
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を
思

い
出
し
て
く
だ
さ

っ
た
だ
ろ
う
か
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入所者様に楽しんでいただくためには、まずは

職員が楽しむことではないでしょうか？ 

恥ずかしさ？を忘れ、職務にまい進する双葉苑

の職員の姿にもご注目ください 


